
質  問  回  答 
2015年 11月 2日 

「（案件名）エチオピア国付加価値型森林コーヒー生産・販売促進プロジェクト（REDD+プログラム連携調査）」 

 （公示日：2015年 10月 21日／公示番号：150914）について、いただいたご質問と回答は以下のとおりです。 

 

通番

号 

当該頁項目 質問 回答 

1 全体 【執務スペース及び事務所機材について】 

標記業務において、専門家が執務するスペースは提供され

るのか。 

また、現地での執務において最低限必要となる資機材（プリ

ンター、コピー機、ジェネレーター、オフィス家具（机、いす等）

等は、標記業務のために改めて購入が必要なのか、それとも

現地で提供されるのか。 

本業務における執務スペースについては、プロジェクトオ

フィス、C/P 事務所のキャパシティの問題から、プロジェク

ト側からの提供はありません。 

このため、ホテルを執務室と兼用として頂くことで、対応い

ただければと考えていますので、改めて執務に関する資

機材を購入いただくことは想定していません。インターネ

ットに関しては、モバイルモデムが、購入及び１ヵ月使用

で１万円程度のものが現地で利用可能です。本経費につ

いては契約対象としますので、見積もりに計上ください。 

2 p.11  （１）国内

準備期間【リモ

ートセンシング】 

簡易な森林被覆図を作成することになる“ベレテ・ゲラ森林優

先地域”とは、５．参考資料の「Impact of a shade coffee 

certification program on forest on conservation: A case 

study from a wild coffee forest in Ethiopia (2013.03)」の

Figure1と同一と考えて良いのか。もし異なる場合は、具体的

な対象地域を提示ください。 

参考資料「 Impact of a shade coffee certification 

program on forest on conservation: A case study from 

a wild coffee forest in Ethiopia (2013.03)」の Figure1 と

同一です。 

3 p.11  （１）国内

準備期間【リモ

ートセンシング】 

業務の実施に際して、参考資料の「 Impact of a shade 

coffee certification program on forest on conservation: A 

case study from a wild coffee forest in Ethiopia (2013.03)」

のFigure1で使っているGISデータ一式を頂くことは可能か。 

参考資料に係るGISデータについては、基本的に提供可

能です（未発表資料等一部提供できないものもありま

す）。 

以 上 


